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発表項目 

 １、取組み課題と現状 

 ２、課題解決に向けた取り組み内容 

 ３、結ノ島CAMP 

 ４、今後のビジョン 



 １、取組み課題と現状 

伝統文化について 民泊について 
現状 
●奄美にはシマウタをはじめとす
る伝統文化や風習がある。 

現状 
●修学旅行の誘致を行っているが
近年減少傾向にある。 
●奄美市では民泊を行っていない。 

課題 
●航空運賃の高さや、地元で交流
できる場所がない。 

取り組みたいこと 
●遊びに来た人が民泊をできる受け
入れ体制を作りたい。 

取り組みたいこと 
●ツアーを組む会社が、夕食を食
べながらシマウタを聞くことがで
きる体験プログラムを構築する。 

課題 
●シマウタを聞ける店が限られて
おり、体験できる場所が少ない。 

シマウタを聞きながら集落体験できる民宿は開けな
いだろうか？ 

半年間で与えられた課題 



 １、取組み課題と現状 

どこでやるの・・・？ 
奄美市といっても広いな・・・ 

名瀬 

・市街地において集落文
化が崩壊し、観光客が求
める田舎体験に適してい
ない。 

・リゾート地としてホ
テルが多くある。 
 
・ホテル業を圧迫しな
いように公民館の宿泊
料金が以上に高い。 

笠利 

世界自然遺産候補 
森と水の島「住用」 

住用 

・住用には宿がない！ 
 

・世界自然遺産の拠点

となる場所であり、観光
客増加が期待される！ 
 
・1人で活動するよりも
多くの人数で盛り上げる
ほうがパワーがでる！ 



 １、取組み課題と現状 
シマウタを演奏している唄者に聞いてみよう！？ 

三味線を弾いてい
ると人が集まる風
景はどんどん減少
しています。 

40代から始めた三味線は素敵な音色を奏でていました。 
三味線教室もたくさんの生徒さんでいっぱいです。 

観光客がシマウタをなかなか聞けない！ 
↓ 

シマウタを聞ける場所は、 
地域のコミュニティの中だけである。 

↓ 

お店以外で唄者に出会うためには、地域の
中に入っていかなければなりませんでした！ 

シマウタの特徴 



 １、取組み課題と現状 

誰が民泊を受け入れるの？やりたい人はいるの？ 

課題 
①観光客が求めるものは自然・文化体験である。 
  シマの日常を観光商品として売るのはシマに住む方の理解  
 と協力が必要になる。 
 ⇒シマの日常を壊さないように、島内外からシマに興味を 
  持ってもらい、観光者と移住者、Uターン者の増加、また  
  シマ離れの減少を狙う。 
 
②シマ出身の若者の情報発信力と柔軟な発想が必要になる。  
 ⇒シマの元気を生み出すのはそこに暮らす住民である。若い 
  パワーと豊富な知識を持つおじ、おばの協力が必須！！ 
 
②受け入れたいと思っている家庭が出てきていない。 
 ⇒受け入れたいと自発的に考えてもらう必要があるが・・・ 
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 ２、課題解決に向けた取り組み内容 

地域にもっと潜入しよう！！ 

地域おこし推進委員としての役割とは？ 

・地域にのめり込んで活動できる！ 
 
・知らないこと、気になること 
 を何でも聞きに行ける！ 
  
・新しいことに挑戦させてもらえる！ 



 ２、課題解決に向けた取り組み内容 

何が好きで何をやりたいのか教えてもらおう！ 

一緒に活動して何
を感じて何を考え
ているのかを知ろ
うとしました！ 



 ２、課題解決に向けた取り組み内容 

住用連合青年団 ヤムラランド 

①歴史や文化をまとめて伝
えていくこと。 
 ⇒口頭で伝わってきた歴
史を資料として残していき
たい。 
 
②シマ歩きを楽しむこと。 
 ⇒トレッキングや集落散
策をして、シマのおもしろ
いポイントを見つけていく
こと。 

①楽しみながら活動の幅を
広げていきたい。 
 
②三太郎祭りや余興大会を
やってきている。 
 
③住用をもっと元気にして
いきたい。具体的には思い
つかないけど・・・。 
 

こんなことを考えているのではないか！？ 
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 ３、結ノ島CAMP 

若者の力で地域を盛り上げてみよう！ 

市役所青年婦人部と 
住用青年団を頼りました。 

○内海公園の大掃除 

○奄美FMに出演 

青年団の活動の起爆剤
になるように一緒にラジ
オ収録！！ 



 ３、結ノ島CAMP 

キャンプで使う焚火台を
一緒に作ったり。 

○ドラム缶切断 



 ３、結ノ島CAMP 

灯篭や協賛看板は木工
センターの寶園さんに
作っていただきました！ 

○木材関係は木工センターに！ 



 ３、結ノ島CAMP 

デザイナーさんもいるんで
す！キャンプのイメージを
絵にしていただきました！ 

○デザインは難しい。。。 



 ３、結ノ島CAMP 

今後も続ける為に、住用出身の
島崎さんに実行委員長をしてい
ただきました！ 
  

しーまブログ編集長の深田さん
に特集していただいたり、ブログ
をしている方にキャンプを告知し
てもらったり！！ 

○情報発信といえば 
 「しーまブログ」 



 ３、結ノ島CAMP 



 ３、結ノ島CAMP 

シマにはいろんなことができる人がたくさんいました！！ 



 ３、結ノ島CAMP 

来年はどんな風に盛り上げていくか、 
どんなことをプログラムに入れるのか 
そんなワクワクを話し合えるチームが誕生しました！ 

・若者とおじ・おばが協力し合えるようなプログラ 
 ムを作っていかなければならない。 
 

・住用の集落歩きとの連携もできるような内容を組 
 み上げていく。 
 

・住用のビジョンを明確に持ち、一緒に活動できる 
 仲間（業者や行政）を作ること。 

今後の課題 



結ノ島キャンプのこれから 

これからを創るのは地域の楽しむ力！ 
 

①小中学校との連携 
 小中学校の力を借りて地域のかたで楽しめること
を創っていく。 
 

②事前ワークショップ 
 一緒にキャンプの風景をつくれたら、遊びに行き
たい場所になる。 
 

③住用ビジョンとの連携 
 観光案内の中心となる施設を青年団で管理したり、
三味線を弾く人があつまる場所になったり。 

 ４、今後のビジョン 

結ノ島キャンプのこれから 



結ノ島キャンプのこれから 

 ４、今後のビジョン① 

住用にも人が集まるような宿泊施設を作りたい！ 

家に民泊させるほどの気持は少ないけど、どうにか宿
泊できる場所を作りたい。 
 ⇒民泊ではなくてゲストハウスを作るのはどうだろ
うか？？？ 

ゲストハウスってなんだろう？ 

喜界島にあるゲストハウス 

「花良治おもてなしハウス」 
を見学してきました！ 





 ４、今後のビジョン① 

花良治おもてなしハウスのいいところ！！ 

・１軒家を最大4人で借りて1日4000円！ 
  （1ヵ月5回使って貰えれば継続できる設定） 
 

・食事や宴会は隣の教会だったり公民館で！ 
 

・集落の方と一緒にシマを散策できて、一緒におもて
なしハウスのプログラムを考えたりできる！ 
 

・おもてなしハウスを改修したり、出資したのは集落
の人でした！（貯まったお金は修繕費や出資者に戻るように） 
 

・集落のみんなの宝物になっていました。 



 ４、今後のビジョン② 

民泊が進んでいる 
加計呂麻島 

に行ってみよう！！ 

住用で民泊は 
できないのか？ 

大阪からUIターンで来た２人のところでお世話になりました。 
加計呂麻の民泊に登録しているのは約１０軒ほどです。 
受入数は３～６人程度で家庭によってまちまち。 
ほとんどUIターンの過程で受け入れていることがわかりました。 



 ４、今後のビジョン③ 

世界自然遺産に登録されたときに生じる問題 

①空港、バス、レンタカーがキャパを超えてパンク
してしまう。 
 ⇒空港の拡張及び受け入れ態勢と２次交通の整備
は必須になる。 



 ４、今後のビジョン③ 

②ホテル、民宿などの宿泊施設がキャパオーバー。 
 ⇒現状でも、ホテルを予約するのが難しい。使え
る空き家、アパートを観光客が使いやすいような仕
組みを作れば問題の解消に繋がる可能性がある。 

世界自然遺産に登録されたときに生じる問題 



 ４、今後のビジョン③ 

③住民意識とのギャップ 
 ⇒世界自然遺産登録されたあとのことを考えている人が少ない。

世界自然遺産登録はゴールでもスタートでもなく、観光のピーク
になる！！ 
 アクティビティの充実を急がなければ観光客離れは防げない。
奄美のファンを増やしてリピーター獲得へ！まずは市役所職員が
危機感を持って、世界自然遺産登録を目指さなければならない。 

世界自然遺産に登録されたときに生じる問題 



 ４、今後のビジョン③ 

④大手旅行会社は観光の企画を進めている。 
 ⇒LCCの参入後から世界自然遺産登録を見据えて、パッ

ケージツアーやマスツアー、また個人旅行の準備を進めてい
る。 
 また、沖縄に飽きた外国人観光客が奄美に旅行にくるよう
になる可能性があるとみている。タイや台湾、香港からの観
光客が増える可能性がある。 
 観光客を受け入れる準備を進めなければならない！！ 

世界自然遺産に登録されたときに生じる問題 



 ５、まとめ 

奄美市住用地区では、民泊よりも 

集落に密着した宿泊施設（ゲストハウス）が必要です。 
 

地域に住む青年団を中心とする若者が運営の管理をできるよ
うな環境を作る必要性があります。 
 

任せきりにするのではなく、おじ・おばの協力をもらいながら 
一緒にどんなことをしていくのか考えていかなければなりません。 
 

そして、楽しみながら地域主体で動けるようなサポートをして
いきたいです。 



半年間ありがっさまりょーた！ 


